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  まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業機関である一般財団法人日本規格

協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業大臣が制

定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 Z 3960：20XX 
 

溶接及び関連工程における安全衛生－アーク溶接用

の透明な溶接遮光カーテン，ストリップ及びスクリ

ーン 
Health and safety in welding and allied processes — Transparent welding 

curtains, strips and screens for arc welding processes 
 

序文 

この規格は，2023 年に第 2 版として発行された ISO 25980 を基とし，我が国の実態に合わせるため，技

術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JB に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，アーク溶接が行われている作業場で使用する透明な溶接遮光カーテン，ストリップ及びス

クリーンの安全要求事項について規定する。これらは，アーク溶接の近くにいるが溶接そのものに関与し

ていない作業者に対する有害な光放射及びスパッタに対する防護を提供することを目的としている。これ

らはアークからの不快グレアを減らすことを目的としているが，後方の作業空間にも視界を確保できるよ

うに十分な可視光透過率を確保することも目的としている。 

透明な溶接遮光カーテンは，紫外線及び青色光の放射がアーク溶接中より少なく，透過赤外放射照度が

適用されるばく露限界値以下である限り，他の作業で使用することが可能である。それらはアークから少

なくとも 1 m を超える距離で使用するように設計している。 

この規格で規定する溶接遮光カーテン，ストリップ及びスクリーンは，フィルタプレートを置き換える

ものではない。溶接アークを意図的に見る場合は，他の保護手段を用いる（ISO 16321-1 及び ISO 16321-2
参照）。 

この規格は，ISO 19818-1 が適用されるレーザ放射に対する防護には適用されない。 

注記 1 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 25980:2023，Health and safety in welding and allied processes — Transparent welding curtains, strips 

and screens for arc welding processes（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 
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2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その

後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 

ISO 4007:2018，Personal protective equipment — Eye and face protection — Vocabulary 

ISO 18526-2:2020，Eye and face protection — Test methods — Part 2: Physical optical properties 

ISO 18526-3:2020，Eye and face protection — Test methods — Part 3: Physical and mechanical properties 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，ISO 4007:2018 による。 

3.1 
透明（transparent） 

ガラスのように透き通っていることを意味することなく作業場の視認を可能にする溶接遮光カーテン，

ストリップ及びスクリーンの特性 

3.2 
実効紫外線透過率，τUV（effective ultraviolet transmittance） 

紫外線に対する相対分光有害作用で重み付けした 200 nm と 400 nm との間で平均化した分光透過率の

正規化した数値 

注釈 1 実効紫外線透過率は，百分率で表し，式(1)を使用して計算する。 

3.3 
実効青色光透過率，τB（effective blue-light transmittance） 

青色光障害関数で重み付けした 300 nm と 700 nm との間で平均した分光透過率の正規化した数値 

注釈 1 実効青色光透過率は，通常，百分率で表し，式(2)を使用して計算する。 

3.4 
可視光透過率，τV（luminous transmittance） 

特定の光源及び明所視のために入射光束に対する透過光束の比 

注釈 1 通常，視感透過率は，百分率で表し，式(3)を使用して計算する。 

4 要求事項 

4.1 透過率 

4.1.1 赤外線透過率 

この規格は，赤外線透過率の要求事項を規定しない。1 m を超える距離での溶接アークからの赤外線放

射強度は，危険を及ぼすほど強くない。 

透過率に関する要求事項の基礎となる情報を附属書 A に示す。 
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4.1.2 実効紫外線透過率 

5.2 によって試験した場合，200 nm～400 nm の重み付き実効紫外線透過率（τUV）は 0.002 %未満とす

る。 

注記 250 nm 以下の分光透過率を測定する場合は，雑音によって測定に支障が生じる。ほとんどのプラ

スチック材料（PVC，PC など）は，減衰量が非常に大きく，250 nm 未満の波長を十分に防止して

いる。 

4.1.3 実効青色光透過率 

5.2 によって試験した場合，300 nm～700 nm の波長における重み付き実効青色光透過率（τB）は，1.0 %
未満とする。 

4.1.4 可視光透過率 

5.2 によって試験した場合，可視光透過率に基づく分類は，表 1 による等級で表すことが可能である。溶

接遮光カーテンの選択は，附属書 B に示す。 
  



4 
Z 3960：  

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

 

表 1－可視光透過率 

等級 

可視光透過率 
τv,D65 

% 

最小値 最大値 

１級（明） 29.0 100.0 

２級（中） 8.5 29.0 

３級（暗） 1.0 8.5 

４級 a)（非常に暗い） 0.02 1.0 

 “最大値”は，以下とみなし，“最小値”は，より大きいとみなす。 
注 a) 通常，“非常に暗い”は，隣接する動作を分離するためのものである。 

4.2 紫外線耐性 

要求される保護を維持し，紫外線放射後に不快グレア防止効果が著しく変化しないことを確実にするた

めに，溶接遮光カーテンは，溶接アークに対して同様のスペクトル特性をもつキセノンランプを照射しな

ければならない。 

5.2 に規定する試験による紫外線放射後，溶接遮光カーテンは 4.1.2 及び 4.1.3 に適合し，可視光透過率

の相対変化は±20 %以下とする。 

4.3 難燃性 

5.3.3 によって試験した場合，溶接遮光カーテン，ストリップ又はスクリーンの材質は，三つの試料全て

について，次の性能をもたなければならない。又はこれらと同等以上の性能をもたなければならない。 

－ バーナが所定の位置にある状態で，炎が試験痕に達していない。 

－ バーナを取り外すと，火炎は自己消火する。 

－ バーナを取り除いてから 3.0 秒以上，材料が光り続けることはない。 

 

注記 消防法施行令第 4 条の 3 を満足するものは，同等以上の性能をもつとみなされている。 

 

4.4 縫い目及びハトメの強度 

ハトメを使用し，厚さ 0.5 mm 未満の溶接遮光カーテンを 5.4 によって試験する場合，縫い目又はハトメ

の裂け目及び／又はハトメが外れてはならない。 

5 試験及び計算方法 

5.1 透過率計算方法 

5.1.1 一般 
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試験片の準備後，試験片は(23±5) ℃，70 %未満の湿度に 16 時間以上維持してから試験する。 

分光透過率の測定方法は，ISO 18526-2:2020 の箇条 6 を適用する。 

5.1.2 実効紫外線透過率計算方法 

τUV（%）は，式(1)で計算する。 

𝜏UV = 100 ×   ∫ ఛ(ఒ)⋅ௌ(ఒ)⋅ௗఒరబబమబబ∫ ௌ(ఒ)⋅ௗఒరబబమబబ  (1) 

ここで， 
  τ(λ)：200 nm ～400 nm の分光透過率 

  S(λ)：相対分光有害作用 

  𝜆：nm 単位の波長 

5.1.3 実効青色光透過率計算方法 

τB（%）は，式(2)で計算する。 

𝜏B = 100  ×   ∫ ఛ(ఒ)⋅஻(ఒ)⋅ௗఒళబబయబబ ∫ ஻(ఒ)⋅ௗఒళబబయబబ  (2) 

ここで， 
  τ(λ)：300 nm～700 nm の分光透過率 

  B(λ)：青色光障害関数 

  𝜆：nm 単位の波長 

5.1.4 可視光透過率計算方法 

可視光透過率を計算する場合は，CIE 標準光源 D65，τv,D65（%）を使用し，式(3)で計算する。 

𝜏v,D଺ହ = 100  ×   ∫ ఛ(ఒ)⋅ௌDలఱ(ఒ)⋅௏(ఒ)⋅ௗఒళఴబయఴబ∫ ௌDలఱ(ఒ)⋅௏(ఒ)⋅ௗఒళఴబయఴబ  (3) 

ここで， 
  τ(λ)：380 nm～780 nm の分光透過率 

  V(λ)：ISO/CIE 11664-1 による明所視に対する CIE 2 比視感度機能 

  SD65(λ)：ISO/CIE 11664-2 による CIE 標準イルミナント D65 の入射放射線の分光分布 

  𝜆：nm 単位の波長 

注記 積 S D65(λ)・V(λ)の値は，ISO 4007:2018 の表 A.3 に記載されているため，必要に応じて補間する

ことが可能である。 

5.2 分光吸収特性試験 

溶接遮光カーテンの分光吸収特性の安定性を確保するため，ISO 18526-3:2020 の 6.8.3 によってキセノン
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ランプ試験チャンバー中で(100.0±0.2) 時間のばく露時間にわたって試料をばく露する。その後，溶接遮

光カーテンが 4.1.2，4.1.3 及び 4.1.4 の要求事項を満たしていることを確認するために，5.1.2，5.1.3 及び

5.1.4 の分光透過率の計算を行う。可視光透過率の変化率を百分率で記録する。 

5.3 難燃性試験 

5.3.1 試験装置 

次の装置が必要である。 

5.3.1.1 試料ホルダ 

 図 1 に示す構造及び寸法をもつ剛性の金属製又は不燃性の材料製。試験マークは，試料ホルダパーツⅠ

の前面にあり，位置決めピンは，試料ホルダパーツⅠの背面にある（図 2 参照）。図 1 中の寸法の許容差

は，±0.5 mm である。 

単位 mm 

 

記号説明 
1： 試験マーク 
2： 試料ホルダパーツⅠ 
3： 試料ホルダパーツⅡ 
t： 試料ホルダの厚さ 

図 1－試料ホルダ 

5.3.1.2 ガスバーナ 

 垂直に立てた状態での公称目視可能な炎の高さは，20 mm（図 2 参照）。図 2 中の寸法の許容差は，±0.5 



7 
Z 3960：  

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

mm である。 

 

単位 mm 

 

記号説明 
1： 装着装置 
2： 試料ホルダパーツⅠ 
3： 試料ホルダパーツⅡ 
4： 試料 
5： 火炎 
a： 炎の高さを設定する際のバーナの位置 

図 2－バーナ及び試験の設定 

5.3.2 試験片 

長さ(190±5) mm，幅(90±2) mm の溶接遮光カーテンから切り出した試料が 3 個あること。 

5.3.3 試験手順 

a) 試験は，(23±5) ℃，気流のない場所で 70 %以下の湿度で実施する。 

b) 試料ホルダパーツⅠと試料ホルダパーツⅡの間に試料を固定する（図 2 参照）。試料の下端は，試料ホ

ルダの下端から(40±2) mm 上でなければならない。 

c) 図 2 に示すように，試料及びホルダをつり下げる。 
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d) バーナを垂直にセットし，最低 60 秒間燃焼させる。 

e) バーナを 45°回転させる。 

f) 炎の火口が下端の幾何学的中心で試料に当たるように，試料底部にバーナを向ける。 

g) バーナを向けてから 15 秒後，バーナを取り外し，炎が自己消火し，材料が 3.0 秒以内に光らなくなっ

たかどうかを観察する。 

h) 目視点検を行い，炎が試料の下端から 150 mm 上の試験痕に達しているか確認する。 

5.3.4 試験報告書 

次の結果を記録する。 

a) バーナが所定の位置にある状態で，炎が試験痕に達していない。 

b) バーナを取り外すと，火炎は自己消火する。 

c) バーナを取り除いてから 3.0 秒以上，試料が赤熱しつづけない。 

5.4 縫い目及びハトメの強度試験 

5.4.1 一般 

縦方向，横方向及び材料そのものの強度試験を行うため，3 種類の試験片を用いて，おもりによって強

度試験を行う。 

5.4.2 試験装置 

次の装置が必要である。 

5.4.2.1 ベンチスタンド 

 100ି଺ା ସ mm 幅の試料を水平クランプで均等に保持し，試料を自由に垂れ下げることが可能な装置とする。

ベンチスタンドは，試料をハトメで取り付けるために，呼び径 6 mm の金属製フックをもつ装置とする。

スタンドは，試料を 600 mm 以上自由に垂らせなければならない。 

5.4.2.2 最小質量 7 kg のおもり 

 呼び径 6 mm の金属フックが付いている装置とする。 

5.4.2.3 クランプ 

 5.4.4 a)に使用する装置は，スタンドには取り付けてはいけない。5.4.4 b)に使用する装置は，フックを取

り付けることが可能な装置とする。 

5.4.3 試験片 

5.4.3.1 試験片 1 

試験片の寸法は，試験片にハトメがある場合は，ハトメを含む側面に沿って100ି଺ା ସ mm とし，ハトメを

含む側面に対して垂直な側面の寸法は重要ではなく，150 mm ～ 200 mm の範囲にする。試験片にハトメ

がない場合は，上側端部から短くて25ିଵା ଵ mm 離して，直径10ିଵା ଵ mm のせん孔を設ける（図 3 参照）。 
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5.4.3.2 試験片 2 

試験片の寸法は，試験片にハトメがある場合は，2 個のハトメを含む側面に沿って 200 mm～350 mm の

間とする。ハトメは，端部から25ିଵା ଵ mm 短く，試験対象の継ぎ目と並行にする必要がある。ハトメを含む

側面に対して垂直な側面の寸法は重要ではなく，継ぎ目の下側から測定して 100 mm～200 mm の範囲でな

ければならない。試験片にハトメがない場合は，直径10ିଵା ଵ mm，短さ25ିଵା ଵ mm の 3 辺のパンチ穴を 2 個設

ける（図 3 参照）。 

5.4.3.3 試験片 3 

試験片の寸法は，長さ 350 mm，幅 100 mm とする。サンプルに縫い目又はハトメはない（図 3 参照）。 

単位 mm 

 

 

 

 

 

 

 a) 試験片 1  b) 試験片 2   c) 試験片 3 

図 3－試験片の例 

5.4.4 試験手順 

試験手順は，次による（図 4 参照）。 

a) 片方のハトメが試験を受けている試料（試験片 1）：ハトメを使って，試料をスタンドのフックに取り

付ける。試験片の下端にクランプを取り付け，クランプのフックに徐々におもりをかける。おもりは，

60 秒以上自由につり下げる。 

b) 試験下部にハトメが二つある試料（試験片 2）：片方のハトメを使って，試料をスタンドのフックに取

り付ける。附属のフックを使用して，試料の下側のハトメにおもりを徐々にかける。おもりは，60 s 以
上自由につり下げる。 

c) 試験を受けていない試験片（試験片 3）：クランプを使って試験片を台に取り付ける。もう一方のクラ

ンプを試験片の下端に取り付け，このクランプのフックに徐々におもりをかける。おもりは，60 s 以
上自由につり下げる。 

試料に縫い目の裂け目，ハトメの裂け目，及び／又はハトメの脱落がないか検査し，記録する。 
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  試験手順 a)    試験手順 b)    試験手順 c) 

記号説明 
1： ベンチスタンド 
2： 水平クランプ 
3： おもり 
4： 試験片 1 
5： 試験片 2 
6： 試験片 3 

図 4－試験手順の例 

 

 

5.4.5 試験報告書 

縫い目の裂け目，ハトメの裂け目及びハトメの外れは，全て報告する。 

6 表示 

6.1 一般 

ISO 18526-3:2020 の箇条 8 に従って確認する場合，全ての表示は，縦 10 mm 以上で，明確であるものと

し，溶接遮光カーテン，スクリーン又はストリップを使用している間，判読可能な状態を維持できる十分

な耐久性のあるものとする。 

6.2 項目 

表示項目は，次による。 

a) 製造業者，販売店又は輸入業者の名称又は商標 

b) 製造年月又はその略号 

c) この規格の番号（JIS Z 3960） 

d) 溶接遮光カーテンの等級 

7 使用上の情報 
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製造業者は，溶接遮光カーテン，ストリップ及びスクリーンについて，少なくとも次の情報を提供する。 

a) 製造業者，販売業者又は輸入業者の名称及び住所 

b) この規格の番号（JIS Z 3960） 

c) 製品名 

d) 保管，使用及び保守に関する特別な指示がある場合は，その内容 

e) “溶接遮光カーテン，ストリップ又はスクリーンに破れ又はき裂が発生した場合，交換又は修理しな

ければならない”という文 

f) 次の警告：“警告：アークから 1 m 以上離れた場所に設置する。” 

g) 洗浄の指示がある場合は，その内容 

h) 取付方法  

i) 使用済み溶接遮光カーテンの廃棄に関する特別な注意事項 

製造業者は，該当する場合，さらに以下の事項を提供する必要がある。 

－ 使用分野，防護能力及び性能特性の詳細 

－ 適切な附属品を取り付ける，又は取り付けるための指示 

－ 補修部品 
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附属書 A 
（参考） 

この規格の透過率要求事項の基礎 

A.1 一般 

溶接遮光カーテン，スクリーン及びストリップ（以下，溶接遮光カーテンという。）は，溶接技能者以外

の溶接作業の近くにいる作業員を，溶接によって発生する光放射の影響から保護することを目的としてい

る。電気アーク溶接のプロセスは，高水準の紫外線（UVR）及び可視放射を発生する。また，中程度のレ

ベルの近赤外線（NIR）も生成する。 

ISO 19734:2021 の 4.2 及び表 1 に，眼に対する光放射の影響の包括的な一覧表がある。損傷の各プロセ

スの分光感度及び露光限界は，国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）の出版物に含まれている[7 ,8]。こ

れらの効果は全て，溶接遮光カーテンの考察に関連している。 

溶接アークを近接して見る溶接技能者の保護は ISO 16321-2 で十分に網羅され，ゴグル形，ヘルメット

又はハンドシールドの固定若しくは自動遮光フィルタで達成できる。溶接技能者のフィルタの推奨遮光度

番号は，溶接の種類及び電気溶接では，使用する電流に関連している ISO 19734:2021 の表 6 を参照する。 

近傍にいる他の作業者は，より遠くにいて，長期間にわたってアークを見ていないので，被ばく量は低

くなる。 

例外として考えられるのは，扁桃腺炎及び翼状片であるが，証拠にはある程度矛盾がある。この二つの

症状は，顔の正面ではなく側面から入射する放射線から生じるため，責任を負う自らの仕事ではなく，近

傍にいる他の作業者の溶接アークからの放射線である可能性がある。 

溶接遮光カーテンは，アークから離れた場所にいて，アークを見る必要のない周囲の作業員を保護する

ことを目的としている。これらの適用には，手動溶接及びロボット溶接の両方を含めることが可能である。 

初期のブーススクリーン及び溶接遮光カーテンは不透明だったが，その後 40 年以上にわたって透明な

カーテンが使われてきた。これらは，皮膚及び眼を保護し，溶接アークからのまぶしさを軽減する一方で，

作業者をよく観察し，適切な監督を容易にすることが可能なように，溶接の作業現場を見ることも可能と

いう利点がある。また，作業者は，周囲の作業場及び作業者を見て，隔離感を最小限に抑えている。しか

し，不快グレアの適切な軽減が必要である。 

A.2 使用溶接アークデータ 

この規格に，保護要求事項は，皮膚及び角膜の損傷に対する感受性（UVR から），網膜（UVA 及び短波

長可視の生物学的影響及び可視及び NIR の熱的影響から）から導出されてきた。さらに，この規格の要求

事項は，非合金鋼，高合金鋼，鋳鉄，銅合金及びアルミニウム合金の溶接を含む INFR データセット[9]に
おける 189 の溶接アークからのスペクトルデータに基づいている。 IFA データセット[10]の更に 7 種類の

アークに関するデータは，800 nm を超える波長は含んでいなかったので，EIR は計算できなかったが，目

に見えたり UVR の計算に使用された。 

導出は，保護すべき作業者が少なくともアークから 1 m 離れていることを基本としている。 

A.3 水晶体の赤外線からの保護 
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1 m の W∙m−2 における赤外線照射量 EIR は，式(A.1)によって設定された INFR の各アークの ICNIRP[7]
によって計算する。 𝐸IR = ∑ 𝐸ఒ ⋅ 𝛥𝜆ଷ ଴଴଴ nm଻଼଴ nm  (A.1) 

ここで， 
  Eλ：波長 λ での分光放射照度 

  Δλ：nm 単位の帯域幅 

全部で 3 種類（189 のうち）のアーク溶接があり，1 m の EIR の値が 100 W∙m-2 [7]の無制限の露光限界を

超えていることが判明した実績は 132 W∙m−2，143 W∙m−2 及び 157 W∙m−2 であった。最悪の場合の制限値を

超えるには，作業員がその 1 m の距離にいなければならず，アークを 550 秒（9.4 分）を超える時間継続的

に点火している必要がある。これは起こり得ないため，実際の状況でばく露レベルを超える可能性は極め

て低い。最悪の場合，赤外線放射照度は，1.25 m の距離で 100 W∙m −2 まで低下する。また，制限値の設定

には安全マージンが設けられている。 

結果として，1 m のアークからカーテンの最低距離を設定することは，赤外光に対する十分な防護を提

供すると考えられ，この規格に赤外光透過率要求事項を設定する必要はなかった。 

A.4 紫外線照射から皮膚及び角膜の保護 

INRS 値及び IFA 値（A.2）の各アークに対して，1 m の積分放射照度量 Es（W∙m−2）を計算した（196 ア

ーク）。 𝐸s = ෌ 𝐸ఒ ⋅ 𝑆(𝜆) ⋅ 𝛥𝜆ସ଴଴ nmଶ଴଴ nm  (A.2) 

ここで， 
  Eλ：波長 λ での分光放射照度 

  S(λ)：相対分光有害作用 

  Δλ：nm 単位の帯域幅 

S(λ)の数値は，参考文献[8]の Table 1 に示されている。 

全ての 196 種類のアークの 1m での ES 値は，8 時間の露光限界 0.001 W∙m-2 を上回っていた[8]。最悪ケ

ースは，220 A での溶接アークの W∙m −2 は 48.9 であった。この数値を 0.001 W∙m −2 の露光限界未満に下げ

るには，溶接・カーテンの最大透過率，αUV ＜ 0.002 %が必要である。参考文献[9]の Table 24-2 に記載さ

れているデータの最悪のケースは，最大透過率が 0.004 %必要であることを示しているので，これは本質

的に一貫性がある。また，ISO 25980:2014 及び ISO 25980:2023 では，τUV の＜0.002 %の要求事項が一致し

ている。 

A.5 青色光ハザードから網膜を保護 

試料中の最大のアークは直径 6.3 mm であった。1 m の距離では 0.006 rad となる。これは 0.011 rad の小

さな画像制限よりも小さいため，アークは，小さな画像として分析可能である[5]。 

式(A.3)によって，アークごとに実効青光照射量 EB を 1 m の W∙m−2 で計算した。 𝐸B = ෌ 𝐸ఒ ⋅ 𝐵(𝜆) ⋅ 𝛥𝜆଻଴଴ nmଷ଴଴ nm  (A.3) 
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ここで， 
  Eλ：波長 λ での分光放射照度 

  B(λ)：青色光障害関数 

  Δλ：nm 単位の帯域幅 

B(λ)の数値は，参考文献[7]の Table 2 に示されている。 

196 値のうち 170 値は EB＞1 W∙m−2 であった。最高値は，26.7 W∙m−2 であった。小さな角度のサブセンス

（≦11 mrad）をもつソースの場合，この値を ICNIRP[7]の露光限界≦1 W∙m−2 に減らすには，τB が 3.7 % 
以下である必要がある。実効青色光透過率の最大値として 1.0 %を採用した。実効青色光透過率は，ISO 
25980:2014 には明記されていなかった。 

以前の研究（参考文献[12]～[14]）では，最大値≦0.01 W∙m−2 を使用し，これは現在より大きな線源（＞

11 mrad）に関連付けられていた[7]。小さな線源からの線量が少ないのは，通常の小さな繰り返し眼球運動

（微小な眼振）が網膜のある領域にわたって線量を分布させるからである。 

A.6 不快グレアの低減 

この規格の視感透過率は，溶接遮光カーテンが溶接アークの不快グレアを減らすことになる分量につい

て，利用者に指針を提供するために使用される。 

CIE 標準イルミナント A は，白熱灯の代表であり，かつては，インテリア照明に広く使用されていた。

溶接アーク及び最新のファクトリーライティングは，スペクトルの青い端にかなり豊かであるので，CIE
標準 A への視感透過率では，不快グレアの低減に正確なガイドが得られない可能性がある。特に，それは

赤及びオレンジの溶接遮光カーテンの不快グレア低減は，十分に表現されない。その結果，最新の高輝度

放電ランプ又は LED ファクトリーライティング及び溶接アークにずっと似たスペクトル分布をもつ CIE
標準 D65 が，この規格で使用される。 

ISO 25980:2014 では視感透過率の計測を CIE 規格の光源 A に要求していたが，その数値による要求事項

はなかった。事実上，1 未満のハザードレベル G の要求事項は，最大視感透過率 12 % ［CIE（測色用）標

準イルミナント A］又は 7 %［CIE（測色用）標準イルミナント D65］に限定された溶接遮光カーテンであ

るため，国家規格で許可され，実際に役立つことが証明されている溶接遮光カーテンでは，ライターカー

テンは適合できなかった[15]。 

CIE 標準 D65 に対する視感透過率の数値 τv,D65 は，式(A.4)によってアークごとに計算される。 

𝜏v,D଺ହ = ෌ ఛ(ఒ)⋅ௌDలఱ(ఒ)⋅௏(ఒ)⋅௱ఒళఴబ nmయఴబ nm෌ ௌDలఱ(ఒ)⋅௏(ఒ)⋅௱ఒళఴబ nmయఴబ nm

 (A.4) 

ここで， 
  τ(λ)：λ のカーテンの分光透過率 

  SD65(λ)：ISO/CIE 11664-2 による CIE 規格照明器具 D65 の入射放射線の分光分布; 

  V(λ)：ISO/CIE 11664-1 による明所視の CIE 2 度比視感度関数; 

  Δλ：nm 単位の帯域幅である。 

積 SD65(λ)・V(λ)の値は，ISO 4007:2018 の Table A.3 に記載されている。 
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カーテンをエンドユーザの手引きとして“明”，“中”，“暗”又は“非常に暗い”に分類するために，πv,D65

を用いる。 
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附属書 B 
（参考） 

溶接遮光カーテンの選択 

適切な溶接遮光カーテンの遮光度の選択は，適用方法及び雰囲気によって行われる。最も明るい遮光度

でも，特定の最も強いアークに対して十分な保護効果がある。濃い色のシェードは，隣接する溶接技能者

を分離したり，高アーク電流でステンレス鋼及びアルミを溶接する場合に，より快適にするために最適で

ある。 

溶接用保護面のフィルタの選択と同様に，利用者は，グレアを最小限に抑え，必要な視覚性能を可能に

するために，視覚要求事項に基づいて望ましい遮光度を選択する。カーテン遮光度は，アーク強度，アー

クからの距離，周囲照明，及び本質的な観察を可能にする所望の視覚性能に依存する。 
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附属書 JA 
（参考） 

相対分光有害作用及び青色光障害関数 

JA.1 一般 
この規格の規定部分に参照した ICNIRP のガイドラインを，参考のために表 JA.1 及び表 JA.2 に記載し

た。 

JA.2 相対分光有害作用［S(λ)］ 
200 nm～400 nm の紫外線放射の ICNIRP ガイドライン：2004 の Table 1 を表 JA.1 に示す。 

表 JA.1－紫外線ばく露限界値とスペクトル効率 
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JA.2 青色光障害関数［B(λ)］ 

300 nm～700 nm の青色光放射の ICNIRP ガイドライン：2013 の Table 2 を表 JA.2 に示す。 

表 JA.2－網膜ハザードスペクトル重み関数［無水晶体及び青色光障害関数は ICNIRP（1997）と同様］ 
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附属書 JB 
（参考） 

JIS と対応国際規格との対比表 
 

JIS Z 3960 ISO 25980:2023（MOD） 

 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

4.3 4.3 追加 消防法施行令第 4 条の 3 を満たすものは，

同等以上の性能をもつことを説明した。 

我が国固有の事情であ

り，ISO へは提案しない。 

5.4.1  追加 試験内容が理解しやすくするために，規定

した。 

ISO に提案する。 

5.4.3 5.4.2 追加 試験片の寸法が理解しやすいように図 3 を

追加した。 

ISO に提案する。 

5.4.4 5.4.3 追加 試験手順が理解しやすいように図 4 を追加

した。 

ISO に提案する。 

注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 
－ 追加：対応国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 

 




